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暦の上では春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続いています。

本校では新型コロナウイルスに代わってインフルエンザ感染者

が増えてきました。インフルエンザにも新型コロナウイルスと同

様の感染防止対策が有効ですから、今後もこれまで同様感染防止に努めてまいります。明日

の文化祭には児童全員が元気に参加できることを願っています。

今年の文化祭は、午前・午後の入れ替え制で低学年と高学年それぞれに分かれて出し物を

ご鑑賞いただくという形式ではありますが、３年ぶりに保護者の皆様に児童の溌溂とした姿

を直にご覧いただけることをとても嬉しく思っています。

保護者の皆様に見ていただけるということで、児童たちも２月に入ってからはさらに張り

切って練習や準備に取り組んできました。今週は、リハーサルや最後の仕上げということも

あり、教員も一緒に熱気満々といった様子でした。例年のことではありますが、児童たちの

やる気に満ちた姿は頼もしい限りです。明日は、保護者の皆様に、児童たちの少し緊張しな

がらも晴れ晴れとした姿を見ていただけることと思います。彼らのこの１年間の学習の成果

と成長をどうぞご期待ください。

ところで、最近、「タイパ」という言葉をよく耳にするようになりました。この言葉は「三

省堂 辞書を編む人が選ぶ『今年の新語2022』」の大賞に選定されました。「タイムパフォー

マンス」の略で「コストパフォーマンス」という言葉の「コスト」を「タイム」と入れ替え

たものです。「コスパ」が「費用対効果」という意味合いなら「タイパ」は「時間対効果」

ということになります。Ｚ世代を中心に「お金」に対する効率性を示す「コスパ」とともに、

「タイパ」重視で行動する人が増えているそうです。動画や映画を１.５倍速で視聴したり、

音楽を聴く際にはイントロを邪魔なものと判断してカットして聴いたりと、さまざまな分野

で無駄な時間の浪費を気にして、短縮できる時間を考えながら活動しています。

確かに、「タイパ（時間対効果）」という考え方は学習の面ではとても重要です。だらだら

と時間だけをかけて結果に結びつかない学習をするよりも、短時間で集中して効果の上がる

学習をした方がよいに決まっています。自分の学習環境を整え、学習の仕方を見直し、自分

の勉強方法を改善して、学習の最適化を図ることが学習成果の向上のためには大切です。

一方、一見無駄に見えてもじっくりと時間をかけて味わうことが必要なこともあります。

難しい内容の本を何度も繰り返し丁寧に読むことで理解を深めていくというのも楽しいこと

です。時間に追われる忙しい日常の中で、ゆったりと時間を過ごすことは無上の喜びといえ

るのではないでしょうか。

「１日24時間」というのは万人に共通して与えられています。時間は有限なのですから、

「タイパ」を追求して生み出した時間を、いかに人生の豊かさに結び付けていくかが課題な

のだと思います。

いよいよ学年末を迎えようとしている今、児童たちが「自分の時間」の使い方について見

直してみるのによい機会ではないでしょうか。ご家庭で一緒に考えてやっていただけると有

り難く存じます。

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事

２ 18 土 感謝祭 ３ 1 水

月 文化祭 月 ２ 木 到達度テスト（４年）

19 日 奈良フェスタ（近鉄奈良店） 実力テスト（５年）

20 月 遠足（６年）

21 火 中学部進学手続き（６年） ３ 金

22 水 ４ 土 親子体験会

23 木 天皇誕生日 算数検定（希望者）

24 金 ５ 日

25 土 ６ 月

26 日 ７ 火

27 月 ８ 水 参観・保護者会（1・2年）

28 火 ９ 木 参観・保護者会（3・4年）

10 金 参観・保護者会（5・6年）

11 土 週休日

12 日

13 月

14 火 児童会集会

15 水

※３月８日～１０日の参観保護者会は午前中に実施します。

４月 ７日（金）小学部始業式

９日（日）小学部入学式

１０日（月）９日の振替休日（小学部）

児童募集に関わって、親子体験会を開催します。また近鉄奈良店で奈良フェスタに参加い
たします。保護者の皆様のお力添えを賜り、できるだけたくさんの人にお集まりいただけれ
ば有り難く存じます。

親子体験会 日時：３月４日（土）１０：００～
※Ａ～Ｃの３組に分かれて、体験授業に参加してもらいます。
※各組定員１０組です。ウェブページから予約をしてください。

奈良フェスタ 日時：２月１９日（日）１０：３０～１５：３０
場所：近鉄奈良店３階 近鉄奈良ホール特設会場
※奈良の私立小学校や附属幼稚園が一同にそろいます。相談ブースにて
先生と話をしたり、体験授業などのイベントに参加することができます。



児童の作品が、各コンクールで受賞しました。誠におめでとうございます。

●第70回橿原神宮席上揮毫書き初め大会

特選 ６－１ 原田実子（はらだ みこ)
５－１ 庄田華那（しょうだ かな）

準特選 ４－２ 島本寧々（しまもと ねね）
優秀 ５－１ 和田諒子（わだ りょうこ）

●第68回大神神社書き初めまつり

特選 ３－１ 氏本りら（うじもと りら）
３－１ 和田一希（わだ かずき）

準特選 １－１ 松井心花（まつい このか）
２－１ 南坊城日向子（みなみぼうじょう ひなこ）
２－２ 西村花笑（にしむら かえ）
５－１ 庄田華那（しょうだ かな）
５－１ 和田諒子（わだ りょうこ）
６－１ 原田実子（はらだ みこ)

優秀 １－２ 山本蒼一郎（やまもと そういちろう）
１－２ 綿谷佳叶（わたたに かの）
２－１ 山本和輝（やまもと かずき）
３－１ 八手又涼耶（はてまた さや）
４－１ 細川琴叶（ほそかわ ことの）
４－２ 島本寧々（しまもと ねね）
４－２ 髙見遥月（たかみ はづき）

５年生が国語の授業で「意見文を書こう」の単元

を学習し、読売新聞に投書をしました。

その中から、２月７日（火）の朝刊で吉田光甫（よ

しだ あきとし）君の投書が、１４日（火）の朝刊

で山口怜愛（やまぐち れあ）さんの投書が掲載さ

れましたので紹介します。

２月１２日（日）に、智辯学園奈良カレッジ高等部

第１４回卒業証書授与式が厳粛に挙行されました。

小学部８期生も小中高１２年間の学校生活を終え、

この学び舎から巣立つこととなりました。

卒業生は式の後、小学部職員室にも挨拶に来てくれ

て、とても感慨深い一日となりました。まだ大学入試

の真っ只中にある彼らは、感傷に浸っている時間はな

いのかもしれませんが、これまで学校生活を共に過ごしてきた仲間や先生方との別れを惜し

んでいました。

卒業生の今後の飛躍を小学部一同、心から願っています。

１２月２０日（火）と２月７日（火）にキャリア教育講演会を実施しました。

１２月に行われた講演会は、日本大学危機管理学部教授、日本大学大学院法

学研究科教授で、株式会社 irodrip 顧問、株式会社リビングロボット取締役の

工藤聡一様にお越しいただきました。工藤様は「研究者とは何か。どのような

仕事をしているのか。」というテーマでご講演くださいました。

また２月に行われた講演会では、元トヨタ自動車株式会社理事、元トヨタプ

ロダクションエンジニアリング代表取締役社長、株式会社 irodrip 顧問、

COLORS 株式会社顧問の林文吾様にお越しいただきました。林様は「トヨタ

のモノつくりから皆さんへのメッセージ」というテーマでご講演くださいまし

た。

どちらも本校ウェブページで詳細を紹介しておりますので、ぜひご覧くださ

い。

文化祭に向けて、児童たちが頑張っている姿です。

文化祭当日をお楽しみに！！


